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(57)【要約】
【課題】優れた電池セルの冷却性能を有する電池モジュ
ールを提供する。
【解決手段】電池モジュールは、電池セル３３と、電池
セル３３を保持するための電池ホルダ１と、電池セル３
３を冷却するための冷却空気が流れる流路とを備える。
電池セル３３および電池ホルダ１は、矢印８９に示す方
向に積層されている。流路は、平面視したときの積層方
向と垂直な方向に冷却空気が流れるように形成されてい
る。流路は、電池ホルダ１のリブ２１同士に挟まれる空
間によって構成されている。リブ２１は、冷却空気の流
れに沿って鉛直方向の高さが徐々に低くなるように形成
されている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蓄電セルと、
　前記蓄電セルを保持するための枠部材と、
　前記蓄電セルを冷却するための流体が流れる流路と
を備え、
　前記蓄電セルおよび前記枠部材は、一の方向に積層され、
　前記流路は、平面視したときの前記一の方向と垂直な方向に前記流体が流れるように形
成され、
　前記流路は、前記枠部材によって構成され、
　前記流路の少なくとも一部は、前記流体の流れに沿って鉛直方向の高さが徐々に低くな
るように形成されている、蓄電モジュール。
【請求項２】
　前記枠部材は、板状に形成されている板状部と、
　前記板状部の前記蓄電セルに対向する面に形成されている第１凸部と
を有し、
　前記第１凸部は、前記蓄電セルに接触するように形成され、
　前記第１凸部は、線状に延びるように形成され、
　前記流路は、前記第１凸部同士の間の空間により構成されている、請求項１に記載の蓄
電モジュール。
【請求項３】
　前記第１凸部は、直線状に延びるように形成されている、請求項２に記載の蓄電モジュ
ール。
【請求項４】
　前記第１凸部は、延びる方向と水平方向とのなす角度が、０°より大きく１０°以下に
なるように形成されている、請求項３に記載の蓄電モジュール。
【請求項５】
　互いに対向する前記枠部材同士の間において、平面視したときの前記一の方向と垂直な
方向に複数個の前記蓄電セルが配置され、
　前記第１凸部は、前記蓄電セルが配置されているそれぞれの領域に対応するように形成
されている、請求項１から４のいずれかに記載の蓄電モジュール。
【請求項６】
　前記枠部材は、前記板状部の前記蓄電セルに対向する面に形成されている第２凸部を含
み、
　前記第２凸部は、平面視したときの前記一の方向と垂直な方向に配置された前記蓄電セ
ル同士の間の領域に形成されている、請求項５に記載の蓄電モジュール。
【請求項７】
　前記第２凸部は、線状に形成され、
　前記第２凸部は、前記流体の流れに沿って、鉛直方向の高さが徐々に高くなるように形
成されている、請求項６に記載の蓄電モジュール。
【請求項８】
　前記枠部材は、枠部と、
　前記枠部に固定され、互いに離れて配置されている複数の棒部と
を含み、
　前記棒部は、前記枠部の内側に配置され、
　前記棒部は、前記蓄電セルに接触するように形成され、
　前記棒部同士の間の空間により前記流路が構成され、
　前記枠部は、前記流路に連通する連通穴を有する、請求項１に記載の蓄電モジュール。
【請求項９】
　前記棒部は、延びる方向と水平方向とのなす角度が、０°より大きく１０°以下になる
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ように形成されている、請求項８に記載の蓄電モジュール。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、蓄電モジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、電動機を駆動源として用いる電気自動車や、駆動源としての電動機とその他の駆
動源（たとえば、内燃機関、燃料電池等）とを組み合わせたハイブリッド自動車が実用化
されてきている。これらの自動車においては、電動機にエネルギである電気を供給するた
めの蓄電機器が搭載される。蓄電機器としては、たとえば、繰り返し充放電が可能な二次
電池やキャパシタなどが配置される。二次電池としては、ニッケル－カドミウム電池、ニ
ッケル－水素電池またはリチウムイオン電池などの電池セルが用いられる。
【０００３】
　二次電池などの蓄電機器は、各電池セルの内部での電気化学反応によって発熱して温度
が上昇する。温度が上昇すると発電効率が低下するため、たとえば蓄電機器を収容するケ
ースに外部から冷却空気を導入して電池セルを冷却することが行なわれる。このように、
蓄電装置には蓄電機器の温度を管理するように内部に冷却空気を導入するための、ファン
およびダクト等の機器が取付けられているものがある。
【０００４】
　特開２００６－２４４４５号公報においては、複数の電池電槽と、拘束プレートと、拘
束プレートのプレート間の距離が広がらないように拘束する拘束ロッドと、積層された電
池電槽および拘束プレートの複数の隙間に配置される複数のスペーサとを含む組電池が開
示されている。
【０００５】
　特開２００３－２５８４７１号公報においては、車両の走行方向に延在した複数の平板
状フィンを有し、車両の走行により生じる走行風の平板状フィン間に流れる風量を増大さ
せるように送風する送風機が設けられている移動体用の冷却装置が開示されている。
【０００６】
　特開２００６－２６０９６７号公報においては、第１枠体および終端枠体と、第２枠体
とによってリチウムイオン電池が挟持されている電池セル群を備え、この電池セル群が積
層される電池モジュールが開示されている。
【特許文献１】特開２００６－２４４４５号公報
【特許文献２】特開２００３－２５８４７１号公報
【特許文献３】特開２００６－２６０９６７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　蓄電装置には、複数の蓄電セルを備え、蓄電セルが積層されている蓄電モジュールを備
えるものがある。この蓄電装置においては、たとえば、蓄電セル同士の間に枠部材が配置
されている。蓄電セルと枠部材との間の空間に空気が流れるように流路が構成され、蓄電
セルは流路を流れる空気により冷却される。
【０００８】
　蓄電装置の内部に導入する空気に塵や埃などの異物が含まれている場合には、流路の途
中で異物が止まってしまい、流路の断面積が小さくなってしまう場合があった。または、
流路の一部が閉塞されてしまう場合があった。この結果、冷却性能が低下してしまう場合
があるという問題があった。
【０００９】
　蓄電セルの冷却が不十分になった場合においては、たとえば、蓄電セルの温度が上昇す
る。蓄電セルの温度が上昇することにより蓄電装置の電気出力に制限が加えられる可能性
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がある。このため蓄電装置の性能を十分に発揮できなくなる可能性があるという問題があ
った。蓄電装置の電気出力に制限がかかると、たとえば、車両の加速性能に影響を及ぼす
場合があるという問題があった。または、冷却を行なうための空気の流路断面積を大きく
すると、蓄電装置が大型化するという問題があった。
【００１０】
　本発明は、優れた蓄電セルの冷却性能を有する蓄電モジュールを提供することを目的と
する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明に基づく蓄電モジュールは、蓄電セルを備える。上記蓄電セルを保持するための
枠部材を備える。上記蓄電セルを冷却するための流体が流れる流路を備える。上記蓄電セ
ルおよび上記枠部材は、一の方向に積層されている。上記流路は、平面視したときの上記
一の方向と垂直な方向に上記流体が流れるように形成されている。上記流路は、上記枠部
材によって構成されている。上記流路の少なくとも一部は、上記流体の流れに沿って鉛直
方向の高さが徐々に低くなるように形成されている。
【００１２】
　上記発明において好ましくは、上記枠部材は、板状に形成されている板状部を有する。
上記板状部の上記蓄電セルに対向する面に形成されている第１凸部を有する。上記第１凸
部は、上記蓄電セルに接触するように形成されている。上記第１凸部は、線状に延びるよ
うに形成されている。上記流路は、上記第１凸部同士の間の空間により構成されている。
【００１３】
　上記発明において好ましくは、上記第１凸部は、直線状に延びるように形成されている
。
【００１４】
　上記発明において好ましくは、上記第１凸部は、延びる方向と水平方向とのなす角度が
、０°より大きく１０°以下になるように形成されている。
【００１５】
　上記発明において好ましくは、互いに対向する上記枠部材同士の間において、平面視し
たときの上記一の方向と垂直な方向に複数個の上記蓄電セルが配置されている。上記第１
凸部は、上記蓄電セルが配置されているそれぞれの領域に対応するように形成されている
。
【００１６】
　上記発明において好ましくは、上記枠部材は、上記板状部の上記蓄電セルに対向する面
に形成されている第２凸部を含む。上記第２凸部は、平面視したときの上記一の方向と垂
直な方向に配置された上記蓄電セル同士の間の領域に形成されている。
【００１７】
　上記発明において好ましくは、上記第２凸部は、線状に形成されている。上記第２凸部
は、上記流体の流れに沿って、鉛直方向の高さが徐々に高くなるように形成されている。
【００１８】
　上記発明において好ましくは、上記枠部材は、枠部を含む。上記枠部に固定され、互い
に離れて配置されている複数の棒部を含む。上記棒部は、上記枠部の内側に配置されてい
る。上記棒部は、上記蓄電セルに接触するように形成されている。上記棒部同士の間の空
間により上記流路が構成されている。上記枠部は、上記流路に連通する連通穴を有する。
【００１９】
　上記発明において好ましくは、上記棒部は、延びる方向と水平方向とのなす角度が、０
°より大きく１０°以下になるように形成されている。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、優れた蓄電セルの冷却性能を有する蓄電モジュールを提供することが
できる。
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【発明を実施するための最良の形態】
【００２１】
　（実施の形態１）
　図１から図７を参照して、実施の形態１における蓄電モジュールについて説明する。本
実施の形態における蓄電モジュールは、複数の電池セルを含む電池モジュールである。
【００２２】
　図１は、本実施の形態における電池モジュールの概略斜視図である。本実施の形態にお
ける電池モジュール１０は、ガソリンエンジン等の内燃機関と、充放電可能な２次電池に
より駆動するモータとを動力源とするハイブリッド自動車に搭載されている。本実施の形
態における電池モジュール１０は、矢印８３に示す方向が水平方向になるように自動車に
搭載される。
【００２３】
　電池モジュール１０は、蓄電セルとしての電池セル３３を備える。電池モジュール１０
は、複数の電池セル３３が積層された積層体を備える。複数の電池セル３３は、電池セル
３３の厚み方向に積層されている。矢印８９は、電池セル３３の積層方向を示す。本実施
の形態における電池モジュール１０は、電池セル３３が２列で積層されている。
【００２４】
　電池モジュール１０は、電池セル３３を保持するための枠部材を備える。枠部材は、エ
ンドプレート４０および電池ホルダ１を含む。積層体は、電池セル３３および電池ホルダ
１を含む。本実施の形態における積層体は、電池セル３３の積層方向において、電池セル
３３と電池ホルダ１とが交互に配置されている。
【００２５】
　電池ホルダ１は、電池セル３３の積層方向において、互いに隣り合う電池セル３３同士
の間に配置されている。一の電池セル３３は、一の電池セル３３の両側に配置された２つ
の電池ホルダ１によって挟持されている。互いに対向する電池ホルダ１同士の間には、平
面視したときに、積層方向に垂直な方向に複数の電池セル３３が配置されている。本実施
の形態においては、積層方向に垂直な方向に２個の電池セル３３が配置されている。
【００２６】
　本実施の形態における電池セル３３は、角型の電池セルである。本実施の形態における
電池セル３３は、リチウムイオン電池を含む。複数の電池セル３３は、図示しないバスバ
ーにより、互いに電気的に接続されている。
【００２７】
　電池ホルダ１は、電気的に絶縁性を有する材料から形成されている。電池ホルダ１は、
積層方向に隣り合う電池セル３３同士の間を電気的に絶縁している。本実施の形態におけ
る電池ホルダ１は、樹脂で形成されている。電池ホルダ１は、たとえば、ポリエチレン（
ＰＥ）、ポリプロピレン（ＰＰ）、ポリプロピレンの重合体、ナイロン、またはポリブチ
レンテレフタレート（ＰＢＴ）等の樹脂材料から形成されている。
【００２８】
　エンドプレート４０は、積層体の積層方向の両側に配置されている。本実施の形態にお
けるエンドプレート４０は、板状に形成されている。本実施の形態におけるエンドプレー
ト４０は、樹脂によって形成されている。エンドプレート４０は、電池セル３３および電
池ホルダ１の積層体を、積層方向の両側から挟み込むように配置されている。
【００２９】
　電池モジュール１０は、拘束部材としての拘束バンド４２を備える。本実施の形態にお
ける拘束バンド４２は、板状に形成されている。拘束バンド４２は、長手方向を有するよ
うに形成されている。拘束バンド４２は、長手方向が電池セル３３の積層方向に延びるよ
うに配置されている。
【００３０】
　拘束バンド４２は、エンドプレート４０同士を互いに締結するように配置されている。
拘束バンド４２は、締結部材としてのリベット４５によってエンドプレート４０に固定さ
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れている。拘束バンド４２は、電池セル３３を積層方向に拘束するように配置されている
。複数の電池ホルダ１および電池セル３３は、拘束バンド４２によって一体的に保持され
ている。
【００３１】
　拘束バンド４２は、電池セル３３のそれぞれの列の領域に配置されている。拘束バンド
４２は、それぞれの電池セル３３の列を固定するように配置されている。本実施の形態に
おける拘束バンド４２は、電池セル３３の一列に対して複数個が配置されている。
【００３２】
　電池ホルダ１は、排ガス流路部３０を有する。排ガス流路部３０は、電池セル３３から
排出されたガスを流通させる排ガス流路を構成している。排ガス流路部３０は、内部が空
洞に形成されている。排ガス流路部３０の端部には、排気管３１が接続されている。
【００３３】
　図２に、本実施の形態における電池モジュールの端部の分解斜視図を示す。図３に、本
実施の形態における電池モジュールの概略断面図を示す。図３は、電池モジュールを長手
方向に延びる面で切断したときの断面図である。
【００３４】
　図１から図３を参照して、本実施の形態における電池セル３３は、電極３３ａを有する
。電極３３ａは、板状に形成されている。電極３３ａは、電池セル３３の端面から突出す
るように形成されている。電池ホルダ１は、互いに隣り合う電池ホルダ１の間から電極３
３ａが露出するように形成されている。
【００３５】
　電池セル３３は、互いに対向する一対の表面３３ｂを有する。表面３３ｂは、電池セル
３３の複数の表面のうち最も大きな面積を有する面積最大面である。複数の電池セル３３
は、それぞれの表面３３ｂ同士が互いにほぼ平行になるように配置されている。
【００３６】
　電池ホルダ１は、板状部としてのベース部１ａを含む。電池ホルダ１は、電池セル３３
を覆うように形成された覆い部１ｄを有する。電池ホルダ１は、第１凸部としてのリブ２
１を有する。リブ２１は、ベース部１ａの電池セル３３に対向する表面に形成されている
。リブ２１は、電池セル３３の表面３３ｂに当接する。電池セル３３は、一の電池ホルダ
１のリブ２１と、対向する電池ホルダ１のベース部１ａの表面とに押圧されることにより
挟持されている。
【００３７】
　電池ホルダ１は、開口部１６，１７を有する。本実施の形態における開口部１６，１７
は、電池ホルダ１の側面を切欠くことにより形成されている。本実施の形態における電池
セル３３は、流体としての空気により冷却される。リブ２１同士の間には、電池セル３３
を冷却するための冷却空気が流れる流路１００が形成されている。
【００３８】
　冷却空気は、矢印９０に示すように、開口部１６から取り込まれ、流路１００を通って
開口部１７から排出される。冷却空気は、それぞれのリブ２１同士の間の流路１００を流
れる。電池セル３３は、電池セル３３の表面３３ｂに沿って空気が流れることにより冷却
される。電池セル３３は、流路１００を通る空気により冷却される。
【００３９】
　図４に、本実施の形態における電池ホルダの斜視図を示す。ベース部１ａは平板状に形
成されている。リブ２１は、ベース部１ａの表裏の面のうち一方の表面に形成されている
。リブ２１は、ベース部１ａ本体の表面から突出するように形成されている。本実施の形
態におけるリブ２１は、直線状に延びるように形成されている。リブ２１は、互いに間隔
を空けて複数形成されている。
【００４０】
　図５に、本実施の形態における電池ホルダの概略正面図を示す。リブ２１は、矢印８２
に示す電池セルが配置される領域に形成されている。リブ２１は、電池セルの列に対応す
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る領域に形成されている。リブ２１が形成されている領域同士の間には、空間が形成され
ている。
【００４１】
　電池セルを冷却するための空気は、矢印９０に示すように、開口部１６から開口部１７
に向かって流れる。本実施の形態における電池モジュールは、電池モジュールの幅方向に
冷却空気が流れるように形成されている。電池モジュールは、平面視したときの積層方向
に垂直な方向に流体が流れるように形成されている。本実施の形態においては、電池モジ
ュールは、一の側面から他の側面に向かって冷却空気が流れるように形成されている。
【００４２】
　本実施の形態におけるリブ２１は、正面から見たときに冷却空気の流れに沿って、流路
の鉛直方向の高さが徐々に低くなるように形成されている。リブ２１は、冷却空気の下流
側に向かうにつれて、流路の鉛直方向の高さが徐々に低くなるように形成されている。本
実施の形態におけるリブ２１により形成される流路は、水平方向に対して傾斜するように
形成されている。流路は、延びる方向と水平方向とのなす角度θが、０度より大きく１０
度以下になるように形成されている。
【００４３】
　図６は、本実施の形態における自動車の機器の配置を示す一の概略断面図である。矢印
８１は、車両の前側を示す。本実施の形態における自動車は、いわゆるセダンタイプの自
動車である。本実施の形態における自動車は、ボディ６１を備える。ボディ６１は、前後
方向に長手方向を有するように形成されている。
【００４４】
　本実施の形態における自動車は、前輪６２および後輪６７を備える。本実施の形態にお
ける自動車は、前座席６３ａ，６３ｂを有する。前座席６３ａは、運転席である。前座席
６３ｂは、助手席である。本実施の形態における自動車は、後座席６４を備える。自動車
は、前座席６３ａの前側に配置されたハンドル６５を備える。
【００４５】
　本実施の形態における自動車は、蓄電装置５０を備える。電池モジュール等の蓄電機器
は、ケースに収容されて自動車に搭載される。本発明においては、蓄電池ケースと、蓄電
池ケースに収容された蓄電機器とを含む機器を蓄電装置という。蓄電装置には、その他の
構成部品が含まれていても構わない。その他の構成部品としては、たとえば、電圧を変換
する電気機器などが含まれる。
【００４６】
　本実施の形態における蓄電装置５０は、蓄電池ケース５１を備える。蓄電池ケース５１
は箱型に形成されている。蓄電池ケース５１の内部には、本実施の形態における電池モジ
ュール１０が配置されている。本実施の形態における蓄電装置５０は、接続機器箱５２を
備える。接続機器箱５２の内部には、コネクタなどの接続機器が配置されている。
【００４７】
　本実施の形態における蓄電装置５０は、車両の後方部に配置されている。蓄電装置５０
は、後座席６４の後側に配置されている。蓄電装置５０は、乗員が座る座席のうち最も後
側に配置されている座席よりも後側に配置されている。蓄電装置５０は、電池モジュール
１０の長手方向がボディ６１の幅方向とほぼ平行になるように配置されている。
【００４８】
　図７は、本実施の形態における自動車の他の概略断面図である。前座席６３ａ，６３ｂ
および後座席６４は、床部材としてのフロアパネル６６に固定されている。人が居住する
居室とトランクルーム６８とは、パーティションパネル６９で区切られている。本実施の
形態における蓄電装置５０は、荷物室としてのトランクルーム６８に配置されている。蓄
電装置５０は、フロアパネル６６に載置されている。蓄電装置５０は、電池モジュール１
０の幅方向が、矢印８３に示す水平方向とほぼ平行になるように自動車に搭載されている
。電池モジュール１０において、電池セル同士の間の冷却空気の流路は、水平方向に延び
ている。冷却空気の流路は、自動車の前後方向に延びている。
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【００４９】
　図３から図５を参照して、本実施の形態における流路１００は、流体の流れに沿って鉛
直方向の高さが徐々に低くなるように形成されている。塵や埃などの異物が流体としての
空気に含まれていた場合に、異物に対して流体の流れに加えて重力の作用を与えることが
でき、流路１００の途中で異物が止まってしまうことを抑制できる。この結果、流路断面
積が小さくなったり、流路が閉塞されたりすることを抑制できる。本実施の形態において
は、リブ２１同士の間に異物が詰まってしまって、流路１００の流路断面積が小さくなっ
たり、流路１００が閉塞されたりすることを抑制できる。
【００５０】
　本実施の形態における電池モジュールは、電池セルの冷却能力が優れているため、電池
セルの温度が上昇してしまって、たとえば、電池モジュールの出力電力に制限がかかって
しまうことを抑制できる。電池モジュールが自動車に搭載されている場合には、電池モジ
ュールの電気出力に制限がかかって、加速性に悪影響を及ぼすことを抑制できる。または
、十分な電力を出力することができずに燃費が悪化することを抑制できる。
【００５１】
　図５を参照して、本実施の形態における流路は、延びる方向と水平方向とのなす角度θ
が０度より大きく１０度以下になるように形成されている。流路に異物が滞留することを
抑制する効果は、傾斜する角度θを大きくするほど向上する。しかしながら、流路の傾斜
角度を大きくすることにより、冷却空気の流れに偏りが生じ、電池セルが均一に冷却され
ない場合が生じ得る。電池セルをほぼ均一に冷却することを考慮して、流路は、延びる方
向と水平方向とのなす角度が１０度以下であることが好ましい。
【００５２】
　本実施の形態における枠部材としての電池ホルダは、樹脂で形成されている。たとえば
、冷却空気として自動車の車室内の空気を用いる場合に、車室内の状況によっては高湿度
の空気が電池モジュールに送風される場合がある。枠部材が親水性を有する材料で形成さ
れている場合においては、冷却空気に含まれる水が結露して、結露水が流路に滞留する場
合がある。流路に滞留する結露水に埃などの異物が取り込まれると、結露水が蒸発しにく
くなって、異物が流路に残存しやすくなる。したがって、枠部材としては、表面に親水性
酸化膜が形成されていたり、親水性フィルムが配置されたりするものを避けることが好ま
しい。
【００５３】
　一方で、枠部材が撥水性を有する材料で形成されている場合には、結露水が流路に沿っ
て速やかに移動する。このため枠部材は、撥水性を有する材料で形成されていることが好
ましい。
【００５４】
　本実施の形態における第１凸部としてのリブは、直線状に延びるように形成されている
が、この形態に限られず、第１凸部は、曲線状に形成されていても構わない。または、第
１凸部は、途中で折れ曲がるように形成されていても構わない。
【００５５】
　図８および図９を参照して、本実施の形態における比較例としての蓄電モジュールにつ
いて説明する。比較例としての電池モジュールは、電池ホルダの構成が異なる。
【００５６】
　図８に、本実施の形態における比較例としての電池モジュールの電池ホルダの概略斜視
図を示す。図９に、本実施の形態における比較例としての電池モジュールの電池ホルダの
概略正面図を示す。比較例の電池ホルダ２は、板状に形成される板状部としてのベース部
２ａを有する。電池ホルダ２は、上下方向から蓄電セルを包み込むための覆い部２ｄを有
する。
【００５７】
　電池ホルダ２は、第１凸部としてのリブ２２を有する。リブ２２は、直線状に延びるよ
うに形成されている。リブ２２は、延びる方向と水平方向とのなす角度が０°である。リ
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ブ２２は、矢印８３に示す水平方向に延びるように形成されている。流体としての冷却空
気の流路は、リブ２２同士の間の空間で構成されている。冷却空気の流路は、水平方向に
延びるように形成されている。
【００５８】
　比較例としての電池モジュールにおいては、流路の方向と重力の方向とが直交する。こ
のため、それぞれの流路に異物が侵入した場合に、異物が排出される方向に重力は作用し
ない。
【００５９】
　さらに、本実施の形態における電池ホルダの流路の傾きとは反対に、それぞれの流路が
空気の流れに沿って鉛直方向の高さが徐々に高くなるように形成されている場合において
は、異物に働く重力が、冷却空気の流れる向きと逆向きに作用する。このため、それぞれ
の流路において異物が残存しやすくなる。
【００６０】
　これらに対して、本実施の形態における電池モジュールは、それぞれの流路において、
異物が排出される方向に重力が作用するために、異物が流路に残存することをより効果的
に抑制することができる。
【００６１】
　本実施の形態における電池セルは、リチウムイオン電池であるが、この形態に限られず
、任意の電池セルを備える電池モジュールに本発明を適用することができる。たとえば、
電池セルは、ニッケル水素電池を含んでいてもよい。また、蓄電セルとしては、この形態
に限られず、電気を蓄える機能を有していればよい。たとえば、蓄電セルは、キャパシタ
を含んでいてもよい。また、本実施の形態における蓄電セルは、平板状に形成されている
が、この形態に限られず、任意の形状の蓄電セルを含む蓄電モジュールに本発明を適用す
ることができる。
【００６２】
　本実施の形態においては、２次電池を備えるハイブリッド車両を例に取り上げて説明し
たが、この形態に限られず、燃料電池と２次電池とを駆動源とする燃料電池ハイブリッド
車両（ＦＣＨＶ：Fuel Cell Hybrid Vehicle）または電気自動車（ＥＶ：Electric Vehic
le）にも本発明を適用することもできる。
【００６３】
　本発明は、自動車に配置される蓄電モジュールに限られず、蓄電セルが積層された任意
の蓄電モジュールに適用することができる。たとえば、任意の移動体に配置される蓄電モ
ジュールに本発明を適用することができる。または、移動しない被固定物に固定される蓄
電モジュールに本発明を適用することができる。
【００６４】
　本実施の形態においては、蓄電セルを冷却するための流体として空気が用いられている
が、この形態に限られず、任意の流体を用いることができる。たとえば、蓄電セルを冷却
するための流体として液体が用いられていても構わない。
【００６５】
　（実施の形態２）
　図１０および図１１を参照して、実施の形態２における蓄電モジュールについて説明す
る。本実施の形態における蓄電モジュールは、枠部材としての電池ホルダの構成が実施の
形態１と異なる。
【００６６】
　図１０に、本実施の形態における第１の電池モジュールの電池ホルダの概略正面図を示
す。第１の電池モジュールの電池ホルダ３は、板状部としてのベース部３ａを有する。電
池ホルダ３は、電池セルを覆うための覆い部３ｄを有する。
【００６７】
　電池ホルダ３は、第１凸部としてのリブ２３を有する。リブ２３は、直線状に形成され
ている。リブ２３は、延びる方向が水平方向に対して傾斜するように形成されている。矢
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印８２に示す領域は、電池セルが配置される領域である。
【００６８】
　リブ２３は、矢印８２に示す電池セルが配置される２つの領域を含むように形成されて
いる。リブ２３は、２列の電池セルが配置される領域に跨って形成されている。リブ２３
は、一の電池セルの領域から他の電池セルの領域にまたがって形成されている。冷却空気
の流路は、リブ２３に挟まれる空間によって形成されている。冷却空気の流路は、鉛直方
向の高さが徐々に低くなるように形成されている。
【００６９】
　このように、第１凸部としてのリブ２３が、複数の電池セルが配置されている領域を含
むように形成されていても異物が流路に残存することを抑制できる。
【００７０】
　図１１に、本実施の形態における第２の電池モジュールの電池ホルダの概略正面図を示
す。第２の電池モジュールの電池ホルダ４は、板状部としてのベース部４ａを備える。電
池ホルダ４は、電池セルを覆うための覆い部４ｄを有する。
【００７１】
　電池ホルダ４は、第１凸部としてのリブ２４を有する。リブ２４は、それぞれの電池セ
ルが配置される領域に対応する領域に形成されている。リブ２４は、直線状に形成されて
いる。冷却空気が流れる流路は、リブ２４に挟まれる空間によって形成されている。リブ
２４は、流路の途中で曲がる形状を有する。このように、流路が曲がっていても異物が流
路に残存することを抑制できる。
【００７２】
　または、流路の一部が水平方向と略平行になるように形成され、曲がった部分を介して
、他の部分が水平方向に対して傾斜するように形成されていても構わない。
【００７３】
　その他の構成、作用および効果については、実施の形態１と同様であるのでここでは説
明を繰返さない。
【００７４】
　（実施の形態３）
　図１２および図１３を参照して、実施の形態３における蓄電モジュールについて説明す
る。本実施の形態におけるそれぞれの蓄電モジュールは、枠部材としての電池ホルダの構
成が実施の形態１と異なる。
【００７５】
　図１２に、本実施の形態における第１の電池モジュールの電池ホルダの概略正面図を示
す。第１の電池モジュールは、電池ホルダ５を備える。電池ホルダ５は、板状部としての
ベース部５ａを含む。電池ホルダ５は覆い部５ｄを有する。
【００７６】
　電池ホルダ５は、直線状に形成されている第１凸部としてのリブ２１を含む。電池ホル
ダ５は、ベース部５ａの表面に形成されている第２凸部としてのリブ２５を有する。リブ
２５は、矢印８２に示す電池セルが配置される領域同士の間の領域に配置されている。本
実施の形態においては、複数のリブ２５が形成されている。本実施の形態におけるリブ２
５は、円柱状に形成されている。
【００７７】
　第２凸部としてのリブ２５が配置されることにより、第１凸部としてのリブ２１が形成
されている領域同士の間の空間において、空気の流れを乱すことができ、上記空間におい
て空気の圧力の均一化を図ることができる。この結果、上流側に配置されている複数のリ
ブ２１および下流側に配置されている複数のリブ２１のうち、下流側に配置されている複
数のリブ２１同士の間により構成される流路において、空気の流れが偏ることを抑制でき
る。この結果、電池セルが不均一に冷却されることを抑制できる。
【００７８】
　図１３に、本実施の形態における第２の電池モジュールの電池ホルダの概略正面図を示
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す。第２の電池モジュールは、電池ホルダ６を備える。電池ホルダ６は、板状部としての
ベース部６ａを有する。電池ホルダ６は、覆い部６ｄを有する。
【００７９】
　電池ホルダ６は、第１凸部としてのリブ２１を有する。電池ホルダ６は、ベース部６ａ
に形成されている第２凸部としてのリブ２６を有する。リブ２６は、矢印８２に示す電池
セルが配置される２個の領域同士の間の領域に形成されている。リブ２６は、複数のリブ
２１が形成されている領域同士の間の領域に形成されている。
【００８０】
　リブ２６は、平面視したときに線状に形成されている。リブ２６は、流体の流れに沿っ
て、鉛直方向の高さが徐々に高くなるように形成されている。リブ２６は、流体の下流側
に向かうにつれて鉛直方向の高さが高くなるように形成されている。リブ２６は、リブ２
１が傾斜する向きと反対向きに傾斜するように形成されている。
【００８１】
　第２の電池モジュールにおいては、第２凸部としてのリブ２６が配置されていることに
より、鉛直方向の下側に向かう空気を上側に向きをかえることができ、下流側の複数のリ
ブ２１が形成されている領域において、冷却空気の流れが偏ることを抑制することができ
る。この結果、電池セルが不均一に冷却されることを抑制できる。
【００８２】
　本実施の形態においては、第２凸部としてのリブは、正面からみたときに、直線状また
は円に形成されているが、この形態に限られず、第２凸部は、任意の形状を採用すること
ができる。
【００８３】
　その他の構成、作用および効果については、実施の形態１と同様であるのでここでは説
明を繰返さない。
【００８４】
　（実施の形態４）
　図１４および図１５を参照して、実施の形態４における蓄電モジュールについて説明す
る。本実施の形態における蓄電モジュールは、枠部材としての電池ホルダの構成が実施の
形態１と異なる。
【００８５】
　図１４に、本実施の形態における電池モジュールの概略分解斜視図を示す。図１５に、
本実施の形態における電池モジュールの第２の電池ホルダの概略断面図を示す。
【００８６】
　図１４を参照して、本実施の形態における電池モジュールは、第１の電池ホルダとして
の電池ホルダ１１を備える。電池モジュールは、第２の電池ホルダとしての電池ホルダ１
２を備える。電池ホルダ１１，１２は、それぞれが電池セル３３を挟み込むように形成さ
れている。第１の電池ホルダとしての電池ホルダ１１は、電池セル３３の一方の側を保持
できるように形成されている。本実施の形態においては、電池ホルダ１１によっては、冷
却流路は構成されていない。
【００８７】
　図１４および図１５を参照して、本実施の形態においては、第２の電池ホルダとしての
電池ホルダ１２により、冷却空気を流すための流路が構成される。電池ホルダ１２は、枠
形状に形成された枠部１２ａを含む。枠部１２ａは、電池セル３３を保持できるように形
成されている。
【００８８】
　電池ホルダ１２は、枠部１２ａに固定され、互いに離れて配置されている複数の棒部１
２ｂを有する。棒部１２ｂは、棒状に形成されている。複数の棒部１２ｂは、延びる方向
が互いにほぼ平行に形成されている。棒部１２ｂは、延びる方向が水平方向に対して傾斜
するように配置されている。棒部１２ｂは、電池セル３３の表面３３ｂに接触するように
形成されている。
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【００８９】
　棒部１２ｂ同士の間の空間により、冷却空気を流す流路が形成されている。枠部１２ａ
は、流路に連通する連通穴１２ｃを有する。連通穴１２ｃは、それぞれの棒部１２ｂ同士
の間の空間に対応するように形成されている。冷却空気は、矢印９１に示すように、幅方
向に向かって流れる。冷却空気は、電池ホルダ１２の一方の側面に形成されている連通穴
１２ｃから進入して、他方の側面に形成されている連通穴１２ｃから放出される。
【００９０】
　本実施の形態における冷却空気の流路は、冷却空気の流れに沿って鉛直方向の高さが徐
々に低くなるように形成されている。すなわち、流路は、下流側に向かって鉛直方向の高
さが低くなるように形成されている。
【００９１】
　本実施の形態の電池モジュールにおいても、異物がそれぞれの流体の流路に残存するこ
とを抑制できる。冷却空気の流路の延びる方向と水平方向とのなす角度が、０度より大き
く１０度以下になるように形成されることが好ましいことは、実施の形態１と同様である
。
【００９２】
　本実施の形態においては、電池ホルダの枠部に棒部が配置されることにより、冷却空気
の流路が構成されているが、この形態に限られず、冷却空気の流路は冷却管を枠部に配置
することにより構成されていても構わない。
【００９３】
　その他の構成、作用および効果については、実施の形態１と同様であるのでここでは説
明を繰返さない。
【００９４】
　上述のそれぞれの図において、同一または相当する部分には、同一の符号を付している
。
【００９５】
　なお、今回開示した上記実施の形態はすべての点で例示であって制限的なものではない
。本発明の範囲は上記した説明ではなくて特許請求の範囲によって示され、特許請求の範
囲と均等の意味および範囲内でのすべての変更を含むものである。
【図面の簡単な説明】
【００９６】
【図１】実施の形態１における電池モジュールの概略斜視図である。
【図２】実施の形態１における電池モジュールの端部の概略分解斜視図である。
【図３】実施の形態１における電池モジュールの概略断面図である。
【図４】実施の形態１における電池モジュールの電池ホルダの概略斜視図である。
【図５】実施の形態１における電池モジュールの電池ホルダの概略正面図である。
【図６】実施の形態１における自動車の第１の概略断面図である。
【図７】実施の形態１における自動車の第２の概略断面図である。
【図８】実施の形態１における比較例としての電池モジュールの電池ホルダの概略斜視図
である。
【図９】実施の形態１における比較例としての電池モジュールの電池ホルダの概略正面図
である。
【図１０】実施の形態２における第１の電池モジュールの電池ホルダの概略正面図である
。
【図１１】実施の形態２における第２の電池モジュールの電池ホルダの概略正面図である
。
【図１２】実施の形態３における第１の電池モジュールの電池ホルダの概略正面図である
。
【図１３】実施の形態３における第２の電池モジュールの電池ホルダの概略正面図である
。
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【図１４】実施の形態４における電池モジュールの概略分解斜視図である。
【図１５】実施の形態４における電池モジュールの第２の電池ホルダの概略断面図である
。
【符号の説明】
【００９７】
　１～６　電池ホルダ、１ａ，２ａ，３ａ，４ａ，５ａ，６ａ　ベース部、１ｄ，２ｄ，
３ｄ，４ｄ，５ｄ，６ｄ　覆い部、１０　電池モジュール、１１，１２　電池ホルダ、１
２ａ　枠部、１２ｂ　棒部、１２ｃ　連通穴、１６，１７　開口部、２１～２６　リブ、
３０　排ガス流路部、３１　排気管、３３　電池セル、３３ａ　電極、３３ｂ　表面、４
０　エンドプレート、４２　拘束バンド、４５　リベット、５０　蓄電装置、５１　蓄電
池ケース、５２　接続機器箱、６１　ボディ、６２　前輪、６３ａ，６３ｂ　前座席、６
４　後座席、６５　ハンドル、６６　フロアパネル、６７　後輪、６８　トランクルーム
、６９　パーティションパネル、８１～８３，８９～９１　矢印、１００　流路。

【図１】 【図２】
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【図７】

【図８】

【図９】
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